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(1) 

L上の点は、点 と原点Oからの距離が常に等しいから 
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したがって、中心は
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wの軌跡は、円


11
w から原点Oを除いた部分である。 
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  であるから、 z は点 1 と原点Oを結ぶ線分の垂直二等分線上を動く。 

(1)より、wの軌跡は、円 11 w の一部になる。wが動き得る範囲を調べる。 
















2

3

2

3

2

1
≦≦bbiz と書けて、 2

4

1
bz  であるから 1

2

1
≦≦ z  21 ≦≦ w  

 

wの軌跡は、円 11 w のうち、 21 ≦≦ w を 

満たす部分である。図示すると右図の通り。 
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